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８
月
７
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・

山
根
茂
樹
１
佐
）
は
岩
見
沢
駐
屯
地
創

立
63
周
年
及
び
第
12
施
設
群
創
隊
41

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。 

 

式
典
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ
た
り
駐

屯
地
に
対
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
協
力
団
体
の
方
々
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
。 

 

式
典
に
は
、
岩
見
沢
市
長 

松
野 

哲

様
、
衆
議
院
議
員 

稲
津 

久
様
、
参
議

院
議
員 

佐
藤
正
久
様
、
月
形
町
長 

櫻
庭
誠
二
様
、
上
富
良
野
町
長 

向
山

富
夫
様
の
ほ
か
、
政
財
界
及
び
関
係
部

外
機
関
等
か
ら
多
数
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
い
た
。 

 

司
令
は
式
辞
の
中
で
「
い
つ
、
い
か
な
る

と
き
も
即
動
で
き
る
態
勢
を
保
持
し
つ

つ
各
種
任
務
に
対
応
し
て
岩
見
沢
・
三

笠
周
辺
地
域
は
も
と
よ
り
道
民
・
市
民

等
の
安
心
・
安
全
の
た
め
今
後
も
邁
進

す
る
。
」と
誓
っ
た
。 

 

今
年
は
、
式
典
、
訓
練
展
示
、
戦
車
等

の
体
験
試
乗
、
第
11
音
楽
隊
に
よ
る
音

楽
演
奏
、
第
10
普
通
科
連
隊
し
ぶ
き
太

鼓 

鼓
及
び
地
元
の
太
鼓
チ
ー
ム
で
あ
る
栗

沢
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
子
供
広
場
、
地

産
地
消
の
『
特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
』
の
無

料
配
布
を
曹
友
会
が
行
っ
た
ほ
か
、
24
の

近
隣
業
者
等
に
よ
る
『
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

そ

ら
ち 

屋
台
村
』
を
開
催
し
、
地
元
の
名

産
品
等
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

空
知
管
内
で
は
初
と
な
る
10
式
戦
車
が

お
目
見
え
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。 

 

来
隊
者
か
ら
は
「
毎
年
来
て
い
る
が
、

今
年
も
大
変
素
晴
ら
し
い
行
事
だ
っ

た
。
」
「
訓
練
展
示
の
迫
力
が
す
ご
か
っ

た
。
」
「
子
供
連
れ
で
も
と
て
も
楽
し
め

た
。
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。 

 

こ
の
日
は
最
高
気
温
が
30
度
と
、
非
常

に
暑
い
一
日
で
あ
っ
た
が
、
事
前
か
ら
駐

屯
地
隊
員
が
一
体
と
な
っ
た
広
報
活
動

も
あ
り
、
終
日
大
勢
の
親
子
連
れ
が
詰

め
か
け
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
来
隊
者
は
２
，

５
０
０
名
を
超
え
、
地
域
住
民
と
の
一
体

化
と
信
頼
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。 

岩
見
沢
駐
屯
地
友
の
会 

 
 

 
 

奈
良 

 

健
二 

様 

栗
沢
町
自
衛
隊
協
力
会 

 
 

 
 

黒
島
勝
太
郎 

様 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

 
 

 
 

長
堀 

 

信
光 

様 

父
兄
会
岩
見
沢
支
部 

 
 

 
 

中
村 

 
 

進 

様 

岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会 

 
 

 
 

是
廣 

 

善
晴 

様 

司 

令 

岩
見
沢
天
使
幼
稚
園 

様 

長年のご尽力、誠にありがとうございます。 



祝辞を述べる岩見沢市長 松野哲様 
 

多数のご来賓の方々にご臨席をいただいた。 
 

観閲行進 
 

訓練展示 
 

訓練展示 
 

装備品展示（人命救助システム） 
 

戦車の体験試乗 
 

グラップルの操作体験 
 

限定５００食の特製カレーライス 
無料配布には長蛇の列ができた。 

大人気の子供広場 
 

祝賀会食 
 

第１１音楽隊による演奏 
 

『Ｉ Ｌ❤ＶＥ そらち屋台村』 
２４もの店舗が軒を並べ大盛況 

岩見沢市の太鼓チーム 
『くりさわ太鼓』による演奏 

滝川駐屯地第１０普通科連隊『しぶき太鼓』 
迫力のパフォーマンス 



 

７
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
、
第
12
施
設

群
（
群
長
・
山
根
茂
樹
１
佐
）
は
、
北
海
道
大

演
習
場
恵
庭
地
区
及
び
島
松
地
区
に
お
い
て

群
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

群
は
、
師
団
及
び
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

の
直
接
支
援
を
任
務
と
し
て
、
師
団
予
備
指

揮
所
及
び
坑
道
式
陣
地
の
構
築
、
大
規
模
地

雷
原
の
構
成
、
機
動
路
の
整
備
及
び
自
走
架

柱
橋
の
架
設
等
の
各
種
施
設
作
業
に
、
持
て

る
施
設
技
術
を
最
大
限
発
揮
し
て
邁
進
し
た
。

途
中
、
新
た
な
任
務
と
し
て
示
さ
れ
た
対
空

挺
・
へ
リ
ボ
ン
障
害
構
成
及
び
自
走
架
柱
橋
の

架
設
に
つ
い
て
も
、
師
団
の
防
御
準
備
に
最

大
限
寄
与
す
べ
く
、
各
中
隊
は
疲
労
困
憊
の

中
で
も
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
し
、
全
て
の
施
設

作
業
を
所
命
の
時
期
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
。 

 

当
初
２
日
間
は
断
続
的
な
雨
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
各
作
業
地
域
で
は
泥
濘
化
し
た
地
盤

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
事
前
の
排
水
処

置
に
よ
り
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
作
業
隘
路

の
発
生
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
排

水
処
置
は
、
各
中
隊
長
の
状
況
判
断
及
び
群

長
の
適
時
の
現
場
指
導
と
い
っ
た
指
揮
官
の

采
配
と
、
隊
員
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
練
成
で

得
た
教
訓
を
活
か
し
た
成
果
で
あ
る
。 

 

年
度
当
初
か
ら
各
中
隊
計
画
に
よ
る
練
成

訓
練
や
、
中
隊
の
訓
練
検
閲
受
閲
・
訓
練
指

導
受
け
等
、
各
中
隊
は
忙
し
い
隊
務
の
中
で

練
成
訓
練
を
重
ね
、
本
訓
練
検
閲
受
閲
に
万

全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
「
一
致
団
結
」
「
任

務
完
遂
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
山
根
群
長

を
核
心
と
し
て
常
に
士
気
高
く
、
強
固
な
団

結
心
を
も
っ
て
任
務
達
成
に
邁
進
し
た
。 

 

第
12
施
設
群
は
今
年
度
末
に
機
能
別
化
改

編
を
控
え
て
お
り
、
本
訓
練
検
閲
は
現
編
成

で
受
閲
す
る
最
後
の
群
訓
練
検
閲
と
な
る
た

め
、
各
中
隊
・
各
隊
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
か

け
る
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
思
い
が
任
務

完
遂
に
向
け
一
つ
と
な
っ
た
時…

 
 

見
せ
た
！
施
設
科
魂
！
！ 

 

精
強
！
第
12
施
設
群
！ 

 

こ
こ
に
第
12
施
設
群
の
新
た
な
伝
説
が
生

ま
れ
た
！ 

機動路の整備 
（第３４２施設中隊） 

坑道式陣地の構築 
（第３０２坑道中隊） 

自走架柱橋を部隊が通過 
（第３１２施設器材中隊） 

障害処理 
（第３３５施設中隊） 

師団予備指揮所の構築 
（第３３６施設中隊） 

師団予備指揮所の構築 
（第３３７施設中隊） 



 

第１２施設群副群長 
 

         もんでん  まさより 

２等陸佐 門田 正順 

第１０１施設直接支援大隊 
第２直接支援中隊長 

         さとう   だいすけ 

１等陸尉 佐藤 大祐 

第１２０地区警務隊 
岩見沢連絡班長 

         つちあい しんさく 

３等陸尉 土合 伸策 

隊友会だより 

 

札
幌
地
方
隊
友
会
岩
見

沢
支
部
は
、
さ
わ
や
か
な
五

月
晴
れ
の
５
月
29
日
㈰
、
ホ

テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

総
会
出
席
61
名
、
委
任
90

名
、
合
計
１
５
１
名
の
会
員

参
加
の
も
と
に
平
成
28
年

度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

総
会
は
国
歌
斉
唱
、
物
故

会
員
へ
の
黙
と
う
、
傳
法
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、
浦
木 

実
氏
を
議
長
に
選
出
し
て

議
案
の
審
議
に
入
り
、
27
年

度
事
業
（
会
計
決
算
）
報
告
、

28
年
度
事
業
計
画
（
会
計
予

算
）
案
及
び
規
則
修
正
等
に

つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
担
当

役
員
か
ら
説
明
報
告
が
な

さ
れ
審
議
の
結
果
、
全
議
案

原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 
最
後
に
、
５
年
に
わ
た
り

支
部
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

５
名
の
隊
友
（
岩
崎
氏
、
宇

佐
美
氏
、
開
藤
氏
、
佐
藤
氏
、

村
形
氏
）
へ
、
支
部
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ

り
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
隊
友
59
名
、
部
外
か
ら

は
松
野
岩
見
沢
市
長
代
理
、

支
部
特
別
会
員
で
あ
る
渡

辺
衆
議
院
議
員
代
理
、
市

議
会
議
員
と
し
て
峯
氏
、
太

田
氏
、
豊
岡
氏
の
３
名
、
現

職
か
ら
は
岩
見
沢
駐
屯
地

司
令 

山
根
１
佐
、
業
務
隊

長 

坂
上
２
佐
他
26
名
の
参

列
を
得
て
、
盛
会
に
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

来
賓
の
祝
辞
等
の
中
で
は
、

緊
張
を
高
め
る
ア
ジ
ア
情
勢

の
も
と
で
任
務
多
忙
と
な
る

駐
屯
地
と
自
衛
隊
と
市
民

と
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
活
動

す
る
隊
友
会
支
部
活
動
へ
の

期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
隊
友
と
現
職
自
衛

官
、
特
別
会
員
と
も
に
今
年

度
益
々
の
活
躍
を
誓
い
あ
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。 

３３５施中 富田曹長 
二女 三結 （みゆ） ちゃん 

Ｈ２８．５．２ 

業務隊 小西事務官 
長男 礼桜 （れお） くん 

Ｈ２８．２．１７ 

２直支中 倉内３曹 
妻 沙紀さん 

Ｈ２８．８．１１入籍 

着 任 部 隊 長 等 紹 介 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市3条西2丁目ツタヤビル4F店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役社長 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

〒068-0822  岩見沢市日の出台４丁目313 
Tel.0126-22-1001 内線338 

001-H27-039 

札幌支社 岩見沢営業部 

 石  坂  碧 
 
 
 
防衛省共済組合 岩見沢支部 常駐員 

 沼  達   美  歩 

〒068-0004  岩見沢市４条東３-１-１ 
Tel.０１２６－２２－４８１３ 

防衛省 職員 団 体 傷 害 保 険 

家族 
団体長期 障 害所得補償保険「長期所得安心くん」 

防衛省 退職後 団体 傷 害保険 

防衛省 共済組合 が ん 保 険 

団体取扱 
お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/ 

お申し込み・お問い合わせ先 

岩見沢駐屯地厚生科内（内線３３８） 

弘済企業（株）保険常駐員 三浦 勝行 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や
広報紙、部隊の訓練やイベント情報
などを随時更新しています！ 
 ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 



【
第
12
施
設
群
】 

２
等
陸
佐
へ 

 
石
川 

 

仁
（
群
本
部
） 

 
１
等
陸
尉
へ 

 

小
山 
純
平
（
３
３
５
施
中
） 

 

２
等
陸
尉
へ 

 

中
上 

 

聡
（
３
３
５
施
中
） 

 

吉
田 

勝
之
（
３
３
５
施
中
） 

 

筒
井 

達
也
（
３
３
６
施
中
） 

 

井
口 

晴
雄
（
３
４
２
施
中
） 

 

３
等
陸
尉
へ 

 

松
村 

 

卓
（
群
本
部
） 

 

陸
曹
長
へ 

 

片
山 

絢
介
（
本
管
中
） 

 

澤
原 

 

智
（
３
３
５
施
中
） 

 
 １

等
陸
曹
へ 

 

井
龍 

宏
之
（
３
３
５
施
中
） 

 
 

田
中 

道
介
（
３
３
６
施
中
） 

 

川
上 

泰
央
（
３
３
７
施
中
） 

 

長
尾 

 

誠
（
３
４
２
施
中
） 

 

土
屋 

涼
繁
（
３
４
２
施
中
） 

 

沼
田
富
士
男
（
３
１
２
施
器
中
） 

 

井
上 

博
登
（
３
０
２
坑
中
） 

 

２
等
陸
曹
へ 

 

佐
々
木
崇
人
（
３
３
５
施
中
） 

 

三
村 

 

淳
（
３
３
５
施
中
） 

 

土
山 

智
大
（
３
４
２
施
中
） 

 

石
川 

正
記
（
３
１
２
施
器
中
） 

 
 

西
谷
内
理
大
（
３
０
２
坑
中
） 

 

竹
谷 

 

隼
（
３
０
２
坑
中
） 

 

３
等
陸
曹
へ 
 

柴
田 

祐
輝
（
３
３
５
施
中
） 

 

波
多
江 

悟
（
３
３
５
施
中
） 

 

高
沢 

 

圭
（
３
３
５
施
中
） 

 

松
川
敬
太
郎
（
３
１
２
施
器
中
） 

 

昇 

任 

異 

動 
人 事 往 来 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

陸
曹
長
へ 

 

高
橋 

進
一 

 

佐
々
木
啓
雄 

 

土
屋 

寿
康 

 

３
等
陸
曹
へ 

 

倉
内 

 

諒 
 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

准
陸
尉
へ 

 

小
川 

徹
也 

 

１
等
陸
曹
へ 

 
菅
原 

哲
好 

 
増
田
ひ
ろ
み 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

１
等
陸
曹
へ 

 

山
田 

 

操 
 

【
第
３
４
５
会
計
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

１
等
陸
曹
へ 

 

倉
内 

美
喜 

  
 

 
 

（
以
上
、
７
月
１
日
付
） 

 

★
転 

出
★ 

 
 【

第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

２
佐 

森
田 

勝
彦
（
施
設
学
校
・
勝
田
） 

 

３
尉 

松
村 

 

卓
（
３
４
２
施
中
・
釧
路
） 

 

准
尉 

柴
田 

周
二
（
北
施
本
付
・
南
恵
庭
） 

本
部
管
理
中
隊 

 

２
曹 

木
村 

亮
一
（
情
報
本
部
・
東
千
歳
） 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊 

 

２
曹 

嶋
田 

忠
臣
（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
） 

 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
尉 

相
澤 

浩
一
（
北
後
支
本
・
島
松
） 

 

１
曹 

中
田 

隆
太
（
１
０
１
施
直
支
整
・
南
恵
庭
） 
 

２
曹 

辻 
 

敏
弘
（
北
処
苗
穂
支
・
苗
穂
） 

 

２
曹 

杉
山 

陽
彦
（
１
０
１
施
直
支
付
・
南
恵
庭
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

曹
長 

吉
川 

裕
之
（
１
０
１
特
直
支
・
美
唄
） 

 

１
曹 

今
泉 

英
雄
（
北
処
・
島
松
） 

 

１
曹 

菅
原 

哲
好
（
７
飛
・
丘
珠
） 

 
 【

第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
曹 

長
山 

和
実
（
３
１
４
基
通
中
・
美
唄
） 

 
【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
連
絡
班
】 

 

２
尉 
田
村 

泰
大
（
中
央
警
・
市
ヶ
谷
） 

 

★
転 

入
★ 

 
 【

第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

２
佐 

門
田 

正
順
（
施
設
学
校
・
勝
田
） 

 

２
尉 

伊
藤
伸
之
佑
（
３
４
２
施
中
・
釧
路
） 

本
部
管
理
中
隊 

 

２
曹 

大
山 

 

充
（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
） 

第
３
３
６
施
設
中
隊 

 

３
曹 

小
野
寺 

奨
（
10
施
群
・
岩
手
） 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊 

 

２
曹 

井
深 

博
久
（
丘
珠
駐
業
・
丘
珠
） 

 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
尉 

佐
藤 

大
祐
（
６
施
群
・
豊
川
） 

 

２
曹 

多
田 

友
則
（
北
処
苗
穂
支
・
苗
穂
） 

 

２
曹 

越
後 

太
詞
（
１
０
１
施
直
施
付
・
南
恵
庭
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

２
尉 

鈴
木 

大
輔
（
11
特
・
真
駒
内
） 

 

曹
長 

岡 
 

貴
洋
（
１
高
群
・
東
千
歳
） 

 
 

曹
長 

久
山 

祐
史
（
北
処
・
島
松
） 

 

２
曹 

廣
島 

鉄
也
（
北
処
・
島
松
） 

 
 【

第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

３
曹 

菊
池 

隆
広
（
３
０
１
基
シ
中
・
札
幌
） 

 

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
連
絡
班
】 

 

３
尉 

土
合 

伸
策
（
１
１
９
警
・
旭
川
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
８
月
１
日
付
） 

  

 永年の勤務お疲れさまでした。 

定
年
退
官 

本
部
管
理
中
隊 

 

曹
長 

工
藤 

義
浩 

 
 

 

（
７
月
２
日
付
） 

岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊 

 

１
尉 

相
原 

良
憲 

 
 

 

（
９
月
13
日
付
） 




